
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学ユニットケースに形成された空冷用空間部内のクロスプリズムの周囲３箇所に収容
され 光をそれぞれ変調して 映像 を得る３組の

入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板からなるライトバルブユニ
ットと、
　前記ライトバルブユニットで得られ、前記クロスプリズムで合成された前 像 を重
ねて投射する投射レンズと、
　前記空冷用空間部の底部における前記３組のライトバルブユニット 部相当位 開
口された冷却風吹出口
　前 却風吹出口から冷却風を上向きに吹き出して、前記３ イトバルブ
をそれぞれ冷却する冷却用ファンと

備えた投射型表示装置において、
　 記３ 冷却風吹出口から前記空冷用空間部内に上向きに
吹き出された冷却風の一部が、この空冷用空間部内における前記クロスプリズムの外周の
前記３組 イトバルブ の両側

から隣接する４つのコーナー部分に流れ込んで乱流が発生することがないよう
に
　 の空冷用空間部内に上向きに吹き出された冷却風を前記３組の

入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の 面に沿って上昇されるように上方
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、照射された色 各色に対応する 光 互いに離間
して配置された

記映 光

の下 置に
と、

記冷 組のラ ユニット

を
前 組のライトバルブユニットの各

のラ ユニット 及びそのライトバルブユニットと空冷用空間部の
底部との間

、
こ 互いに離間して配置さ

れた 板



へ誘導 する４つの送風ガイドがこの空冷用空間部内の前記４つのコーナー部分に
設けられ、
　これら４つの送風ガイドは前記３組の 入射側偏光板、ライト
バルブ及び出射側偏光板の

されている
ことを特徴とする投射型表示装置。
【請求項２】
　前記４つの送風ガイドが前記光学ユニットケースに一体又は脱着可能に形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【請求項３】
　前記光学ユニットケースの前記空冷用空間部の上部にごみ落下防止フィルタを搭載した
フィルタホルダーをさらに備え、前記フィルタホルダーは、前記３箇所の冷却風吹出口の
上部相当位置の３箇所に形成され 却風放出口であって、前記４つの送風ガイドによっ
て誘導されることにより、前記空冷用空間部内を上昇した冷却風を前記光学ユニットケー
スの上方に放出する の冷却風放出口を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【請求項４】
　前記光学ユニットケースの前記空冷用空間部の上部にごみ落下防止フィルタを搭載した
フィルタホルダーをさらに備え、
　前記フィルタホルダーは前記光学ユニットケースの上部に脱着可能に載置され、
　前記４つの送風ガイドが前記フィルタホルダーの下部に一体に形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶プロジェクターに適用するのに最適な投射型表示装置であって、特に、光
源部から出射された光のうちの赤色、緑色、青色の３色の波長帯域の光をそれぞれ変調し
て３色の映像を得る３組の入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板からなるライト
バルブユニットを冷却風によって冷却する技術の分野に属するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、投射型表示装置の一例である液晶プロジェクターでは、電源ランプ等の光源部
から出射された光を液晶パネル等のライトバルブに入射することにより得られた赤色、緑
色、青色等の映像を投射レンズによってスクリーン等に重ねて投射することによりフルカ
ラー映像を表示するように構成されている。
そして、液晶プロジェクターでは、駆動時に高温となる各種の光学部品、例えば、３組の
ライトバルブや入射側及び出射側偏光板からなるライトバルブユニットを冷却用ファンか
ら送風される冷却風で冷却する一方、電源ランプ等で発生する熱を排気用ファンによって
外筐の前面側（映像投射側）へ排出するようにして、これらの発熱部品を限度保証温度以
下に保持するように構成されている。
【０００３】
この際、図１６～図１８に示すように、従来はライトバルブユニット空冷装置が次のよう
に構成されていた。
即ち、光学ユニットケース１１０内に収容されているライトバルブユニット１１１は、ク
ロスプリズム１１２の投射レンズ１１３側である前面側を除く３面にそれぞれ平行に配置
された垂直状をなす３組の入射側偏光板１１４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂ、ライトバルブ１
１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂ及び出射側偏光板１１６Ｒ、１１６Ｇ、１１６Ｂを備えてい
る。なお、入射側偏光板１１４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂはガラス板１１７に接着されてい
て、出射側偏光板１１６Ｒ、１１６Ｇ、１１６Ｂはガラス板１１７又はクロスプリズム１
１２に接着されている。そして、投射レンズ１１３の後方位置で光学ユニットケース１１
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して放出

互いに離間して配置された
両側部を前記空冷用空間部の底部から覆うように、これら４つ

の送風ガイドが前記空冷用空間部の底部の上方にほぼ垂直状に配置

た冷

３箇所



０の前面側位置には、ほぼコ字状に切り欠かれたほぼ方形状で、垂直状の空間部である空
冷用空間部１１８が設けられている。そして、この空冷用空間部１１８内の中央にライト
バルブユニット１１１がクロスプリズム１１２と一体に図示省略した板金等からなるライ
トバルブユニットホルダーによって垂直状に挿入されて、底部の水平状のライトバルブ搭
載部１１９上に搭載され、クロスプリズム１１２が投射レンズ１１３の光軸上に配置され
ている。
なお、ほぼ額縁形状のフィルタホルダー１２０の中央に水平状に取り付けられた通気性を
有するごみ落下防止フィルタ１２１で空冷用空間部１１８の中央上部を覆うように、フィ
ルタホルダー１２０が光学ユニットケース１１０の上部に水平状に搭載されている。
【０００４】
そして、ライトバルブ搭載部１１９に、各一対、合計６個の長孔である３組の冷却風吹出
口１２２Ｒ、１２２Ｇ、１２２Ｂがクロスプリズム１１２の周囲に沿ってコ字状に形成さ
れていて、これら３組の冷却風吹出口１２２Ｒ、１２２Ｇ、１２２Ｂはそれぞれ３組の入
射側偏光板１１４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂとライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂ
との間及びライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂと出射側偏光板１１６Ｒ、１１６
Ｇ、１１６Ｂとの間にこれらと平行状に形成されている。
一方、冷却用ファンとしてシロッコファン１２３が使用されていて、そのシロッコファン
１２３の冷却風吹出口１２５がライトバルブ搭載部の下部に水平状に取り付けられた送風
ダクト１２６にダクトジョイント１２８を介して接続されている。
【０００５】
そして、液晶プロジェクターの駆動時に、シロッコファン１２３を同時に作動させて、そ
の冷却風吹出口１２４から吸い込んだ外気である冷却風ＣＷを加圧して冷却風吹出口１２
５からダクトジョイント１２８を介して送風ダクト１２６内に送風し、この送風ダクト１
２６内の３つの送風通路１２７で冷却風ＣＷを３系統に分流して３組の冷却風吹出口１２
１Ｒ、１２１Ｇ、１２１Ｂから空冷用空間部１１８内に上向きに吹き出す。そして、この
３系統に分流された冷却風ＣＷをライトバルブユニット１１１の３組の入射側偏光板１１
４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂ、ライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂ及び出射側偏光
板１１６Ｒ、１１６Ｇ、１１６Ｂの表面に沿って上昇されることにより、これらの表面を
冷却して、これらを限度保証温度以下に保持している。なお、空冷用空間部１１８内を上
昇した冷却風ＣＷは上部のごみ落下防止フィルタ１２１を透過して光学ユニットケース１
１０の上部へ放出される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、従来は、光学ユニットケース１１０の空冷用空間部１１８内の下部で、クロス
プリズム１１２の周囲３箇所に配置されている３組の冷却風吹出口１２１Ｒ、１２１Ｇ、
１２１Ｂから上向きに吹き出された冷却風ＣＷを、その空冷用空間部１１８の上部の中央
に配置されたごみ落下防止フィルタ１２１を透過させて光学ユニットケース１１０の上部
へ放出させる構造であるために、液晶プロジェクターの図示していない吸気フィルタでは
除去することができず、冷却風ＣＷに混入して空冷用空間部１１８内に吹き込まれた１０
～５０μｍ程度の微細粉塵（ダスト）がごみ落下防止フィルタ１２１に付着、堆積され易
い。そして、そのごみ落下防止フィルタ１２１に微細粉塵が付着、堆積されると、空冷用
空間部１１８内の上部から光学ユニットケース１１０の上部へ放出される冷却風ＣＷの排
気効率が悪くなる。
　その上、空冷用空間部１１８内 の３組の入射側偏
光板１１４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂ、ライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂ及び出
射側偏光板１１６Ｒ、１１６Ｇ、１１６Ｂ る４つのコーナー部分１１８ａが大き
く開放されていたために、３組の冷却風吹出口１２２Ｒ、１２２Ｇ、１２２Ｂから空冷用
空間部１１８の下部に上向きに吹き出された冷却風ＣＷが、厚みが厚い（５ｍｍ程度）３
組のライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂの下面１１５ａやガラス板１１７の下面
１１７ａ、更には、ライトバルブユニットホルダー等にぶつかって流動方向が不規則に変
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におけるクロスプリズム１１２の外周

に隣接す



化されて、空冷用空間部１１８の大きく開放されている４つのコーナー部分１１８ａ内に
不規則に流れ込み易かった。そして、４つのコーナー部分１１８ａ内に不規則に流れ込ん
だ冷却風ＣＷには多量の渦を伴う乱流ＴＭが発生していた。なお、この空冷用空間部１１
８内での冷却風ＣＷの乱流ＴＭの発生は、実験による送風解析によって実証されている。
【０００７】
そして、空冷用空間部１１８内に冷却風ＣＷの乱流ＴＭが発生してしまうと、冷却風ＣＷ
に混入している微細粉塵ＤＳが、空冷用空間部１１８内でやがて冷却風ＣＷから分離して
空冷用空間部１１８内の４つのコーナー部分１１８ａ等に残留、堆積されてしまう。
そして、空冷用空間部１１８内に残留、堆積された微細粉塵ＤＳは、冷却風ＣＷの乱流Ｔ
Ｍによって再度攪拌されて舞い上り、ライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１５Ｂや入出
射側偏光板１１４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂ及び１１６Ｒ、１１６Ｇ、１１６Ｂの表面に付
着してしまうと言う悪循環を繰り返すことになる。
そして、微細粉塵ＤＳがクロスプリズム１１２、ライトバルブ１１５Ｒ、１１５Ｇ、１１
５Ｂや入出射側偏光板１１４Ｒ、１１４Ｇ、１１４Ｂ及び１１６Ｒ、１１６Ｇ、１１６Ｂ
等の表面に付着すると、投射映像に色の乱れ等の弊害が発生すると言う問題があった。
【０００８】
本発明は、上記の問題を解決するためになされたものであって、ライトバルブユニットが
収容されている空冷用空間部内に冷却風の乱流が発生することを防止して、送風効率を向
上させることができるようにした投射型表示装置を提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するための本発明の投射型表示装置は、光学ユニットケースに形成さ
れた空冷用空間部内のクロスプリズムの周囲３箇所に収容され 光をそれぞ
れ変調して 映像 を得る３組の 入射側偏光板、
ライトバルブ及び出射側偏光板からなるライトバルブユニットと、前記ライトバルブユニ
ットで得られ、前記クロスプリズムで合成された前 像 を重ねて投射する投射レンズ
と、前記空冷用空間部の底部における前記３組のライトバルブユニット 部相当位
開口された冷却風吹出口 前 却風吹出口から冷却風を上向きに吹き出して、前記３

イトバルブ をそれぞれ冷却する冷却用ファンとを備えた投射型表示装置に
おいて、 記３ 冷却風吹出口から前記空冷用空間部内に上
向きに吹き出された冷却風の一部が、この空冷用空間部内における前記クロスプリズムの
外周の前記３組 イトバルブ の両側

から隣接する４つのコーナー部分に流れ込んで乱流が発生することがな
いように の空冷用空間部内に上向きに吹き出された冷却風を前記３組の

入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の 面に沿って上昇されるよ
うに上方へ誘導 する４つの送風ガイドがこの空冷用空間部内の前記４つのコーナ
ー部分に設けられ、これら４つの送風ガイドは前記３組の 入射
側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の

され
ているものである。
【００１０】
　上記のように構成された本発明の投射型表示装置は、空冷用空間部の 部に ３
の 冷却風吹出口から上向きに吹き出さ
れた冷却風 その空冷用空間部内におけるクロスプリズムの外周の３組の

隣接する４つのコーナー部分に

空冷用空間部の
入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の両側
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、照射された色
各色に対応する 光 互いに離間して配置された

記映 光
の下 置に

と、 記冷
組のラ ユニット

前 組のライトバルブユニットの各

のラ ユニット 及びそのライトバルブユニットと空冷用空
間部の底部との間

、こ 互いに離間し
て配置された 板

して放出
互いに離間して配置された

両側部を前記空冷用空間部の底部から覆うよ
うに、これら４つの送風ガイドが前記空冷用空間部の底部の上方にほぼ垂直状に配置

底 おける 組
ライトバルブユニットの下部相当位置に開口された

の一部が ライトバ
ルブユニットの両側から 流れ込んで、その４つコーナー部
分に乱流が発生することがないように、その４つのコーナー部分に４つの送風ガイドを設
けたものであるが、特に、その４つの送風ガイドが ３組の互いに離間して
配置されたライトバルブユニットの
部を、その空冷用空間部の底部から覆うように、これら４つの送風ガイドを前記空冷用空
間部の底部から上方へほぼ垂直状に配置することにより、空冷用空間部の底部の３箇所の



れた冷却風が３組の入射側偏光板、ライトバルブ及び
出射側偏光板の

【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明を適用した液晶プロジェクターの実施の形態を図１～図１５を参照して、
次の順序に沿って説明する。
（１）・・・液晶プロジェクター全体の説明（図１～図６）
（２）・・・ライトバルブユニット空冷装置の概要説明（図４～図９）
（３）・・・ライトバルブユニット空冷装置における送風ガイド構造に関する説明（図１
０～図１４）
（４）・・・ライトバルブユニット空冷装置における粉塵等の付着構造に関する説明（図
７～図１５）
【００１２】
（１）・・・液晶プロジェクター全体の説明
まず、図１～図６によって、投射型表示装置の一例である液晶プロジェクター全体につい
て説明する。
この液晶プロジェクター１の外筐は扁平な箱形に構成されていて、この液晶プロジェクタ
ー１は外筐２の底面２ｅに設けたスタンド３（図５参照）によって机上等に載置して使用
したり、外筐２の上面２ｆに設けられる吊下げ用部材（図示せず）によって室内の天井等
に吊り下げる等して使用することができるように構成されている。
【００１３】
次に、外筐２の内部には、合成樹脂等によって成形されて、平面形状がほぼＬ型に屈曲さ
れている光学ユニットケース４が配置され、この光学ユニットケース４の内部に各光学部
品により構成される光学ユニットが収納されている。この光学ユニットは、光源部である
電源ランプ５、フライアイレンズ６、７、ＰＳ変換素子８、コンデンサーレンズ９、全反
射ミラー１０、ダイクロイックミラー１１Ｒ、１１Ｇ、１１Ｂ、リレーレンズ１２、全反
射ミラー１３、リレーレンズ１４、全反射ミラー１５、１６、フィールドレンズ１７Ｒ、
１７Ｇ、１７Ｂ、入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、液晶パネルであるライトバルブ
１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ、出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂ及びクロスプリズム２１
等によって構成されている。
【００１４】
なお、光源部を構成しているランプユニットである電源ランプ５は、放電管５ａをほぼ円
錐形状のリフレクター５ｂの中心に同心状に取り付けたものである。また、間隔を隔てて
配置されているフライアイレンズ６、７は電源ランプ５から出射された輝度分布が不均一
な光を多数の光束に分割することにより、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂの表面全
体を照射する光の輝度分布を均一にする機能を有している。そして、入射側のフライアイ
レンズ６は電源ランプ５側に近接され、出射側のフライアイレンズ７にはＰＳ変換素子８
が近接して配置されている。このＰＳ変換素子８は短冊状に配列された偏光ビームスプリ
ッターとこれに対応して間欠的に設けられた位相差板とによって構成されていて、入射光
の偏光方向の変換を行う機能を有している。
【００１５】
また、全反射ミラー１０は、コンデンサーレンズ９を挟んでＰＳ変換素子８の反対側に配
置されていて、光を９０°反射してダイクロイックミラー１１Ｒ、１１Ｇへ導く機能を有
している。そして、ダイクロイックミラー１１Ｒ、１１Ｇはそれぞれ同じ向きに４５°傾
斜されて配置され、ダイクロイックミラー１１Ｒは入射された光のうち赤色の波長帯域の
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冷却風吹出口から上向きに吹き出さ
下面等にぶつかって流動方向が不規則に変化されて、その冷却風が３組の

入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の両側やこれら３組の入射側偏光板、ライ
トバルブ及び出射側偏光板の下面と空冷用空間部の底部と間の隙間から空冷用空間部内に
おけるクロスプリズムの外周の３組の入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板に隣
接する４つのコーナー部分に不規則に流れ込んで、その４つのコーナー部分に冷却風の多
量の渦を伴う乱流が発生することを防止することができる。



光を９０°反射し、ダイクロイックミラー１１Ｇは入射された光のうち緑色の波長帯域の
光を９０°反射する機能を有している。
【００１６】
また、全反射ミラー１５はダイクロイックミラー１１Ｒの前方に配置され、ダイクロイッ
クミラー１１Ｒで反射された赤色の波長帯域の光を反射してフィールドレンズ１７Ｒに導
く機能を有している。そして、ダイクロイックミラー１１Ｇの側方には、リレーレンズ１
２及び全反射ミラー１３がそれぞれ離間して配置され、この全反射ミラー１３の前方には
リレーレンズ１４及び全反射ミラー１６がそれぞれ離間して配置されている。これらの全
反射ミラー１３、１６は、ダイクロイックミラー１１Ｇを透過された青色の波長帯域の光
を９０°反射してフィールドレンズ１７Ｂへ導く機能を有している。
【００１７】
また、フィールドレンズ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂの出射側にそれぞれ入射側偏光板１８Ｒ
、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０
Ｇ、２０Ｂが所定間隔を隔てた平行状で、かつ、垂直状に配置されている。そして、これ
ら入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射
側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂは直方体形状のクロスプリズム２１の左右両側面と後面
の３つの垂直状の入射面２１Ｒ、２１Ｇ、２１Ｂに対向された３方向にほぼコ字状に配列
されている。
この際、入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂはそれぞれガラス板２２のライトバルブ１
９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ側に接着等にて貼り付けられていて、出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ
、２０Ｂはガラス板２３のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ側に接着等にて貼り付け
られるか、或いは、クロスプリズム２１の３つの入射面２１Ｒ、２１Ｇ、２１Ｂに接着等
にて直接貼り付けられている。
【００１８】
そして、クロスプリズム２１の外周にほぼコ字状に配置されている入射側偏光板１８Ｒ、
１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ
、２０Ｂによって全体としてほぼコ字状をなすライトバルブユニット２４が構成されてい
て、このライトバルブユニット２４がクロスプリズム２１の周囲に板金等からなるユニッ
トフレーム（図示せず）によって一体に結合されている。
そして、クロスプリズム２１の前面ＧＦの前方位置に配置された投射レンズ２５の先端２
５ａが外筐２の前面２ａに露出されている。
【００１９】
ところで、光学ユニットケース４は外筐２の内部で、右側面２ｂ等へ偏位された位置に収
容されていて、この外筐２の内部で、左側面２ｃ等へ偏位された位置に、セット用電源回
路及び電源ランプ用電源回路がマウントされている電源基板２６が水平状に収容されてい
る。
そして、この外筐２の内部の前面２ａ側位置で、投射レンズ２５の右側位置（電源ランプ
５とは反対側）の位置に冷却用ファン２７が配置され、電源ランプ５の前方位置及び電源
基板２６の前方位置に２つの排気用ファン２８、２９が配置されている。なお、光学ユニ
ットケース４の左側の側面で、フライアイレンズ７及びＰＳ変換素子８の近傍位置にも冷
却用ファン３０が配置されている。
そして、外筐２の側面２ｂで、冷却用ファン２７の横位置やこの外筐２の背面２ｄ等には
それぞれ吸気口３１、３２が形成されていて、この外筐２の前面２ａで、２つの排気用フ
ァン２８、２９の前方位置には排気口３３、３４が形成されている。
【００２０】
ここで、この液晶プロジェクター１によるフルカラーの映像投射動作（以下、駆動時と記
載する）について説明する。
【００２１】
電源ランプ５の放電管５ａの点灯によって発光された白色光がリフレクター５ｂで反射さ
れてほぼ平行光となり、この白色光が光軸Ｐ１に沿って出射される。そして、この白色光
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が多数の小レンズで構成されているフライアイレンズ６、７によって輝度むらのない均一
の白色光に形成される。即ち、白色光のほぼ平行光が第１段のフライアイレンズ６の多数
のレンズによって多数の光束に分割された後、その多数の光束が第２段のフライアイレン
ズ７の対応する多数のレンズのほぼ中心に集光され、その集光された多数の光がＰＳ変換
素子８を透過して偏光変換されると共に、コンデンサーレンズ９で液晶パネル面に対応す
る領域を照射するように集光することによって輝度むらのない均一の白色光が形成される
。そして、その輝度むらのない均一の白色光が光軸Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６
、Ｐ７を経由して後述する３枚のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂの全面にほぼ均一
に入射、照明されることになる。
【００２２】
この際、その白色光が全反射ミラー１０及びダイクロイックミラー１１Ｒ、１１Ｇで構成
された色分離手段を反射及び／又は透過することによって波長帯域が赤色光であるＲと、
緑色光であるＧと、青色光であるＢとの３色の光に分割される（以下、赤色光、緑色光、
青色光を単にＲ、Ｇ、Ｂと記載する）。まず白色光は、全反射ミラー１０によって反射さ
れて光軸Ｐ１から光軸Ｐ２へ進行方向を９０°に変えた後、第１段のダイクロイックミラ
ー１１Ｒに入射される。そして、この第１段のダイクロイックミラー１１ＲはＲを反射し
て光軸Ｐ３へ９０°進行方向を変える一方、ＧとＢを透過する。そして、この第１段のダ
イクロイックミラー１１Ｒで反射されたＲが全反射ミラー１５で反射されて光軸Ｐ４へ９
０°進行方向を変える。
【００２３】
そして、第１段のダイクロイックミラー１１Ｒを透過したＧとＢは光軸Ｐ２上で第２段の
ダイクロイックミラー１１Ｇに入射される。そして、この第２段のダイクロイックミラー
１１ＧはＧを反射して光軸Ｐ５へ進行方向を９０°に変える一方、Ｂを透過する。そして
、この第２段のダイクロイックミラー１１Ｇを透過したＢは全反射ミラー１３で反射され
て光軸Ｐ２から光軸Ｐ６へ進行方向を９０°に変換した後に、リレーレンズ１４を透過し
、更に、全反射ミラー１６で反射されて、光軸Ｐ６から光軸Ｐ７へ９０°進行方向を変え
る。
【００２４】
そして、このようにして、色分離されて、３方向の光軸Ｐ４、Ｐ５、Ｐ７に入射されたＲ
、Ｇ、Ｂの３つの光は、それぞれフィールドレンズ１７Ｒ、１７Ｇ、１７Ｂで集光されて
、ライトバルブユニット２４の３枚の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂをそれぞれ透
過して３枚のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂの入射面にそれぞれ入射される。
【００２５】
この際、Ｒ、Ｇ、Ｂの３つの光は３枚の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂでそれぞれ
偏光方向が揃えられて、３枚のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂの入射面にそれぞれ
入射される。そして、３枚のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂは各波長帯域に対応し
て印加された映像信号により変調され、光の偏光面が回転する。偏光面が回転したＲ、Ｇ
、Ｂの３つの光について、これら３枚のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂのそれぞれ
出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂにより所定の偏光成分を透過させることにより映像
光が得られ、これらＲ、Ｇ、Ｂの３つの映像光がクロスプリズム２１の３面２１Ｒ、２１
Ｇ、２１Ｂに３つの光軸Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６からそれぞれ入射される。
【００２６】
そして、クロスプリズム２１がＲとＢの映像光を直交する２つの反射面２１ａ、２１ｂで
９０°に反射すると共に、Ｇの映像光をその２つの反射面２１ａ、２１ｂで透過させるよ
うにして、このクロスプリズム２１によってＲ、Ｇ、Ｂの３つの映像光が合成される。そ
して、その合成されたＲ、Ｇ、Ｂの３つの映像光が光軸Ｐ５上で投射レンズ２５に入射さ
れ、その投射レンズ２５によってスクリーン等の投射面（図示せず）に投射されて、フル
カラーの映像がその投射面に映し出されることになる。
【００２７】
なお、この液晶プロジェクター１の駆動時において、第１の発熱部であるライトバルブユ
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ニット２４では、３枚の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８ＢはそれぞれＲ、Ｇ、Ｂの３
つの光の偏光方向を揃えるために、一定方向以外の光を吸収することになり、その光の吸
収によってそれぞれ発熱する。また、３枚のライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂはそれ
ぞれＲ、Ｇ、Ｂの３つの光の各波長帯域に対応して印加される映像信号（電圧）によって
液晶の分子が振動方向を変換することにより３つの光を変調して、光の偏光面を回転させ
ており、液晶の分子が振動されることによってそれぞれ発熱する。更に、３枚の出射側偏
光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂはそれぞれ偏光面が一定方向に回転されたＲ、Ｇ、Ｂの３つ
の光のみを透過し、他の光を吸収することになり、その光の吸収によってそれぞれ発熱す
る。
【００２８】
従って、この液晶プロジェクター１の駆動時には、ライトバルブユニット２４の３組の入
射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏
光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの表面を強制空冷して、これらを限定保証温度以下に保持す
る必要がある。
【００２９】
また、この液晶プロジェクター１の駆動時において、第２の発熱部である電源ランプ５は
、放電管５ａの点灯によって高熱を発生する。更に、第３の発熱部である電源基板２６は
、マウントされているコンデンサーやＩＣ、電源トランス等の発熱部品によって発熱する
。
従って、この液晶プロジェクター１の駆動時には、ライトバルブユニット２４と共に、電
源ランプ５及び電源基板２６上の発熱部品も強制空冷して、これらを限定保証温度以下に
保持する必要がある。
【００３０】
（２）・・・ライトバルブユニット空冷装置の概要説明
次に、図４～図９によって、ライトバルブユニット空冷装置４０の概要について説明する
。但し、図４～図９では、空冷構造の概要を理解し易いようにするために、後述する送風
ガイド構造を除去して図示してある。
まず、図４～図９に示すように、ライトバルブユニット空冷装置４０は、投射レンズ２５
の後方位置で、光学ユニットケース４の前面側位置に、ほぼコ字状に切り欠かれたほぼ方
形状で、垂直状の空間部である空冷用空間部４１を有している。そして、この空冷用空間
部４１の底部が水平状のライトバルブユニット搭載部４２に形成されていて、前述したラ
イトバルブユニット２４がユニットフレーム（図示せず）によってクロスプリズム２１と
一体に空冷用空間部４１内の中央に収容されて、ライトバルブユニット搭載部４２上に垂
直状に搭載されている。そして、このライトバルブユニット２４の光軸Ｐ５が投射レンズ
２５の光軸Ｐ８に一致されている。
【００３１】
この際、ライトバルブユニット搭載部４２はアルミダイカスト等にて構成されていて、そ
の前端側の上部に垂直状に一体成形されたレンズ取付部４２ａに水平状の投射レンズ２５
の後端が取り付けられ、その投射レンズ２５の後端はクロスプリズム２１の前面２１Ｆに
近接されている。
【００３２】
そして、ライトバルブユニット搭載部４２には、クロスプリズム２１の投射レンズ２５側
を除く外周の３箇所であって、ほぼコ字状をなすライトバルブユニット２４の下部相当位
置に、各一対、合計６個である３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂがほぼコ字状
に形成されている。これら３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂは、各入射側偏光
板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂと各ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂとの間の真下位置と
、各ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂと各出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂとの
間の真下位置とにそれぞれ形成されていて、かつ、これら３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４
３Ｇ、４３Ｂはそれぞれ入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１
９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂに沿った長孔形状に形成されてい
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る。
【００３３】
そして、合成樹脂等によってほぼ額縁形状に形成されたフィルタホルダー４４の中央に取
り付けられた通気性を有するごみ落下防止フィルタ４５で、空冷用空間部４１の中央上部
を覆うように、フィルタホルダー４４が光学ユニットケース４の上部に脱着可能で、水平
状に搭載されている。
【００３４】
そして、冷却用ファン２７がシロッコファン４７で構成されていて、このシロッコファン
４７は投射レンズ２５と平行な垂直状に取り付けられている。このシロッコファン４７は
ほぼ渦巻き形状のハウジング４８内の偏心位置に、モータ（図示せず）のロータ４９と一
体に回転される回転羽根５０を備えていて、この回転羽根５０には放射状をなす多数のシ
ロッコファン羽根５０ａが設けられている。そして、ハウジング４８の外側面に開口され
た円環状の吸気口５１が回転羽根５０と同心状に配置され、排気口５２がほぼ渦巻き形状
のハウジング４８の外周の端部に絞り込まれるようにして開口されている。なお、吸気口
５１が図２に示した外筐２の右側面２ｂの吸気口３１に近接されている。
【００３５】
そして、ライトバルブユニット搭載部４２の下部には３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ
、４３Ｂ下部全体を覆う形状の送風ダクト５４が脱着可能で、水平状に取り付けられてい
る。そして、シロッコファン４７の排気口５２がこの送風ダクト５４にダクトジョイント
５６を介して接続されている。この送風ダクト５４は合成樹脂等にて成形されていて、こ
の送風ダクト５４内には、冷却風を３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂへそれぞ
れ送風する３組の送風通路５５Ｒ、５５Ｇ、５５Ｂが形成されている。そして、これらの
送風通路５５Ｒ、５５Ｇ、５５Ｂによって送風される冷却風の風量が送風通路５５Ｒ、５
５Ｇ、５５Ｂの順に多くなるように設計されている。
【００３６】
そして、このライトバルブユニット空冷装置４０は、液晶プロジェクター１の駆動時に、
シロッコファン４７を同時に作動させて、ロータ４９と一体に回転される回転羽根５０に
よって外気である冷却風ＣＷを外筐２の吸気口３１から吸気口５１を通して吸入する。そ
して、その冷却風ＣＷを回転羽根５０によってハウジング４８内で加圧して排気口５２か
らダクトジョイント５６を通して送風ダクト５４へ吐出し、その冷却風ＣＷを送風ダクト
５４の３組の送風通路５５Ｒ、５５Ｇ、５５Ｂで案内して３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４
３Ｇ、４３Ｂから空冷用空間部４１の下部に上向きに吹き出す。
【００３７】
すると、その３組の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂから吹き出された冷却風ＣＷが
ライトバルブユニット２４の３組の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ
１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの表面に沿ってこの空
冷用空間部４１内を上昇して、その冷却風ＣＷによって、ライトバルブユニット２４の３
組の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出
射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの表面が強制空冷されて、これらが限定保証温度以下
に保持されることになる。　なお、次の、「（３）・・・ライトバルブユニット空冷装置
の送風ガイド構造に関する説明」の項によって後述するように、空冷用空間部４１内を上
昇した冷却風ＣＷは光学ユニットケース４の上方で、外筐２の内部へ放出される。
【００３８】
また、この液晶プロジェクター１の駆動時には、冷却用ファン（シロッコファン４７）２
７と同時に排気用ファン２８、２９及び冷却用ファン３０が作動される。そして、外気で
ある冷却風を図２に示す吸気口３１から外筐２の内部に吸入し、冷却用ファン３０によっ
て冷却風を光学ユニットケース４内の電源ランプ５の光出射側に吹き込みながら、電源ラ
ンプ５が発生する高温の熱を排気用ファン１８によって図２に示す排気口３３から外筐２
の前方へ排気するようにして、電源ランプ５を強制空冷する。そして、これと同時に、電
源基板２６にマウントされているコンデンサーやＩＣ、電源トランス等の発熱部品が発生
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する熱及び空冷用空間部４１内から光学ユニットケース４の上方で、外筐２の内部に放出
された熱風を図２に示す排気口３４から外筐２の前方へ排気するようにして、電源基板２
６のコンデンサーやＩＣ、電源トランス等の発熱部品を強制空冷して、電源ランプ５及び
電源基板２６の発熱部品等が限度保証温度以下に保持される。
【００３９】
（３）・・・ライトバルブユニット空冷装置における送風ガイド構造に関する説明
次に、図１０～図１４によって、ライトバルブユニット空冷装置における送風ガイド構造
に関して説明する。
まず、フィルタホルダー４４の外周部分４４ａの３箇所であって、空冷用空間部４１の底
部であるライトバルブユニット搭載部４２の３箇所に開口されている冷却風吹出口４３Ｒ
、４３Ｇ、４３Ｂの上部相当位置の３箇所に光学ユニットケース４の上方へ冷却風ＣＷを
放出する冷却風放出口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂを形成している。
【００４０】
　次に、光学ユニットケース４にほぼ方形状で、垂直状に形成されている空冷用空間部４
１

４つのコーナー部分４１ａに４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１
Ｄが垂直状に配置されている。この際、２つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂは水平剪断面形
状がほぼＬ型に形成されていて、２つの送風ガイド６１Ｃ、６１Ｄは水平剪断面形状がほ
ぼＩ型に形成されている。そして、これら４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６
１Ｄはライトバルブユニット２４の３組の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライト
バルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの両側面に平行
状に近接されて配置されている。
【００４１】
なお、これら４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄは光学ユニットケース４
又はライトバルブユニット搭載部４２に一体成形或いはこれらに対して脱着可能に取り付
けることができる。
また、図１１に示すように、これら４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄを
合成樹脂等で成形されているフィルタホルダー４４の下面に一体成形して、このフィルタ
ホルダー４４によって４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄを空冷用空間部
４１内の４つのコーナー部分４１ａに脱着可能に取り付けることも可能である。
【００４２】
このように、このライトバルブユニット空冷装置４０の送風ガイド機構は、３箇所の冷却
風放出口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂと４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄと
によって構成されている。
そして、図７、図８、図１３及び図１４に示すように、ライトバルブユニット２４の強制
空冷時には、シロッコファン４７によってダクトジョイント５６及び送風ダクト５４を通
して３箇所の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂから空冷用空間部４１の下部に上向き
に吹き出された冷却風ＣＷを、垂直状をなす４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、
６１Ｄ間で上方へスムーズに誘導することができる。
【００４３】
即ち、３箇所の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂから上方に吹き出された冷却風ＣＷ
の一部は、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂの下面１９ａやガラス板２２、２３の下
面２２ａ、２３ａ、更には、ライトバルブユニット２４の図示省略しているライトバルブ
ユニットホルダー等にぶつかって、空冷用空間部４１内の４つのコーナー部分４１ａに不
規則に流れ込もうとするものの、その４つのコーナー部分４１ａには４つの送風ガイド６
１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄが垂直状に配置されているために、冷却風ＣＷの一部が４
つのコーナー部分４１ａに流れ込むことができない。
【００４４】
従って、３箇所の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂから空冷用空間部４１の下部に上
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内におけるクロスプリズム２１の外周の３組の垂直状の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、
１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂ
に隣接する



向きに吹き出された冷却風ＣＷは、４つのコーナー部分４１ａに流れ込むことがなく、４
つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄ間でスムーズに誘導されて、３組の入射
側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光
板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの表面に沿ってスムーズに上昇することができる。
【００４５】
そして、３組の射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９
Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの表面に沿って空冷用空間部４１の上部まで
上昇された冷却風ＣＷの大部分は、フィルタホルダー４４に形成されていて、３箇所の冷
却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂの上部相当位置に配置されている３箇所の冷却風放出
口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂからそのまま光学ユニットケース４の上方で、外筐２の内部へ
スムーズに放出される。なお、空冷用空間部４１の上部まで上昇された冷却風ＣＷの一部
のみがごみ落下防止フィルタ４５を透過して、光学ユニットケース４の上方で、外筐２の
内部へ放出されることになる。
【００４６】
このように、このライトバルブユニット空冷装置４０の送風ガイド構造は、空冷用空間部
４１の底部の３箇所の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂからの空冷用空間部４１内に
上向きに吹き出された冷却風ＣＷを４つのコーナー部分４１ａに配置されている４つの送
風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄによって誘導してスムーズに上昇させて、３箇
所の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂの上部相当位置に対向させて配置されている上
部３箇所の冷却風放出口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂから上方へスムーズに放出するように構
成されているので、空冷用空間部４１内の４つのコーナー部分４１ａに、図１６～図１８
で説明した乱流ＴＭが発生しない。
【００４７】
このように、このライトバルブユニット空冷装置４０の送風がイド構造によれば、空冷用
空間部４１の下部３箇所の冷却風吹出口４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂから空冷用空間部４１内
に下方から上向きに吹き込まれた冷却風ＣＷに乱流を発生させることなく、上部３箇所の
冷却風放出口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂから空冷用空間部４１の上方へスムーズに放出する
ことができるので、この液晶プロジェクター１の図示していない吸気用フィルタでは除去
することができず、冷却風ＣＷに混入して吸入された１０～５０μｍ程度の微細粉塵（ダ
スト）を、その冷却風ＣＷと一緒に上部３箇所の冷却風放出口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂか
ら空冷用空間部４１の上方へスムーズに放出することができる。従って、その微細粉塵が
空冷用空間部４１内に付着、堆積されにくく、その微細粉塵が冷却風によって巻き上げら
れて飛散することもない。
【００４８】
従って、微細粉塵が空冷用空間部４１内で飛散して、３組の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ
、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０
Ｂの表面やクロスプリズム２１の入射面２１Ｒ、２１Ｇ、２１Ｂ等に付着して、投射映像
に色の乱れ等を発生させる弊害を防止することができて、投射映像の画質を著しく向上さ
せることができる。
【００４９】
また、ごみ落下防止フィルタ４５を透過して空冷用空間部４１の上方、外部へ放出される
冷却風量を極く一部に抑えることができるので、冷却風ＣＷに混入している微細粉塵がこ
のごみ落下防止フィルタ４５に付着、堆積されることが少なく、空冷用空間部４１内での
冷却風ＣＷの高い送風効率を維持することができるので、３組の入射側偏光板１８Ｒ、１
８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、
２０Ｂの冷却効率を向上して、これらを限度保証温度以下に安全に保持することができる
。
【００５０】
なお、このこのライトバルブユニット空冷装置４０の送風がイド構造では、４つの送風ガ
イド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄを光学ユニットケース４又はフィルタホルダー４４
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に一体成形することによって、液晶プロジェクター１の構造や組立を簡単にして、製造コ
ストを下げることができる。そして、特に、４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、
６１Ｄやフィルタホルダー４４及び／又は送風ダクト５４等を光学ユニットケース４に対
して脱着可能に構成することによって、液晶プロジェクター１の定期点検時等においては
、これら４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄやフィルタホルダー４４及び
／又は送風ダクト５４等を光学ユニットケース４から取り外して、空冷用空間部４１の内
部のライトバルブユニット２４をエアーブロー等によって簡単に清掃することができるの
で、液晶プロジェクター１のメンテナンス性を向上することができる。
【００５１】
（４）・・・ライトバルブユニット空冷装置における粉塵等の付着構造に関する説明
次に、図７～図１５によって、ライトバルブユニット空冷装置４０における粉塵（ダスト
）等の付着構造について説明する。
この粉塵等の付着構造は、液晶プロジェクター１の図示していない吸気用フィルタでは除
去することができない１０～５０μｍ程度の微細粉塵（ダスト）ＤＳや煙草の煙に含まれ
ているニコチン、タール等を付着する粉塵等の付着部６３を、冷却用ファン２７であるシ
ロッコファン４７と空冷用空間部４１の内部との間の冷却風流動域であるダクトジョイン
ト５６内、送風ダクト５４の３組の送風通路５５Ｒ、５５Ｇ、５５Ｂ内（ライトバルブユ
ニット搭載部４２の下面で、送風通路５５Ｒ、５５Ｇ、５５Ｂに対向する面も含む。）、
空冷用空間部４１内の４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄのライトバルブ
ユニット２４に対向する内側垂直面、フィルタホルダー４４の下面、或いは、図示してい
ないライトバルブユニットホルダーの表面の適所等の何れか一箇所又は複数箇所、或いは
、全部の箇所に付設したものである。
【００５２】
そして、これらの粉塵等の付着部６３は、両面テープ等の粘着剤や粘着塗料等の粘着性を
有する素材６４によって構成されていて、これらの粉塵等の付着部６３は、脱着可能なダ
クトジョイント５６、脱着可能な送風ダクト５４、脱着可能な４つの送風ガイド６１Ａ、
６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄ及び脱着可能なフィルタホルダー４４、脱着可能なライトバルブ
ユニットホルダーによって交換可能に構成されている。
【００５３】
このように構成された粉塵等の付着構造によれば、前述したように、シロッコファン４７
の作動によって、外気である冷却風ＣＷを吸入して、ダクトジョイント５６内、送風ダク
ト５４の３組の送風通路５５Ｒ、５５Ｇ、５５Ｂ内を通して３組の冷却風吹出口４３Ｒ、
４３Ｇ、４３Ｂから空冷用空間部４１内の下部に上向きに吹き出して、ライトバルブユニ
ット２４の３組の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバルブ１９Ｒ、１９Ｇ、
１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂの表面を強制空冷し、その冷却風ＣＷを
３つの冷却風放出口６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂから光学ユニットケース４の上方へ放出する
際に、冷却風ＣＷに混入して吸入されている１０～５０μｍ程度の微細粉塵ＤＳや冷却風
ＣＷと一緒に吸入された煙草の煙に含まれているニコチン、タール等を、冷却風流動域内
に付設されている粉塵等の付着部６３の粘着性を有する素材６４に粘着（付着）させて、
冷却風ＣＷから分離することができる。
【００５４】
従って、その微細粉塵ＤＳや煙草の煙に含まれているニコチン、タール等が空冷用空間部
４１内で飛散することを防ぐことができ、その飛散した微細粉塵ＤＳやニコチン、タール
がライトバルブユニット２４の３組の入射側偏光板１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂ、ライトバル
ブ１９Ｒ、１９Ｇ、１９Ｂ及び出射側偏光板２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂやクロスプリズム２
１の３つの入射面２１Ｒ、２１Ｇ、２１Ｂ等に付着できる。そして、微細粉塵ＤＳの付着
によって発生する投射映像の色の乱れ等の弊害やニコチン、タールの付着によって発生す
る投射映像のホワイトバランス崩して黄変させる等の弊害を防止することができて、投射
映像の画質を著しく向上させることができる。
【００５５】
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しかも、粉塵等の付着部（粘着性を有する素材６４）６３の付設箇所であるダクトジョイ
ント５６、送風ダクト５４、４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄ、ライト
バルブユニットホルダーが光学ユニットケース４に対して脱着可能に構成されているので
、液晶プロジェクター１の一定の時間（期間）の使用によって、粉塵等の付着部（粘着性
を有する素材６４）６３に微細粉塵ＤＳやニコチン、タールが一定量付着、堆積した時点
で、これらダクトジョイント５６、送風ダクト５４、４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、
６１Ｃ、６１Ｄ、ライトバルブユニットホルダーを光学ユニットケース４から取り外して
、これらに付着、堆積している微細粉塵ＤＳやニコチン、タールを除去するクリーニング
を簡単に行なうことができる。従って、液晶プロジェクター１メンテナンスが容易である
。
【００５６】
そして、粉塵等の付着部６３を両面テープ等の粘着剤や粘着塗料等の粘着性を有する素材
６４によって構成したことにより、微細粉塵ＤＳやニコチン、タールを除去する際には、
両面テープの張り替えや粘着塗料の塗り替えによって簡単にクリーニングすることができ
る。更に、必要に応じて、脱着可能な部品であるダクトジョイント５６、送風ダクト５４
、４つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄ、フィルタホルダー４４やライトバ
ルブユニットホルダー等の部品交換によるクリーニング（メンテナンス）も行なえる。
なお、このライトバルブユニット空冷装置４０における粉塵等の付着構造に関しては、４
つの送風ガイド６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄ等は必ずしも必要ではない。
【００５７】
以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は上記した実施の形態に限定され
ることなく、本発明の技術的思想に基づいて各種の変更が可能である。
【００５８】
【発明の効果】
以上のように構成された本発明の投射型表示装置は、次のような効果を奏することができ
る。
【００５９】
　請求項１は、 空冷用空間部の

入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の両側

れた冷却風が３組の入射側偏光板、ライトバルブ及び出射
側偏光板の

この冷却風を
３組の入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の表面のみに沿ってスムーズに上昇
させることができて、空冷用空間部内の４つのコーナー部分に冷却風の乱流が発生しない
ので、その冷却風の乱流発生に伴って生じるような、入射側偏光板、ライトバルブ及び出
射側偏光板やクロスプリズム等の必要な光学部品への微細粉塵の付着を防止して、投射映
像に色の乱れ等の弊害が発生することを防止できる。この結果、高画質の投射映像を投射
できる高品質の投射型表示装置を実現できる。
【００６０】
　請求項
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特に、その４つの送風ガイドが ３組の互いに離間して配置
されたライトバルブユニットの 部を
、その空冷用空間部の底部から覆うように、これら４つの送風ガイドを前記空冷用空間部
の底部から上方へほぼ垂直状に配置することにより、空冷用空間部の底部の３箇所の冷却
風吹出口から上向きに吹き出さ

下面等にぶつかって流動方向が不規則に変化されて、その冷却風が３組の入射
側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板の両側やこれら３組の入射側偏光板、ライトバ
ルブ及び出射側偏光板の下面と空冷用空間部の底部と間の隙間から空冷用空間部内におけ
るクロスプリズムの外周の３組の入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板に隣接す
る４つのコーナー部分に不規則に流れ込んで、その４つのコーナー部分に冷却風の多量の
渦を伴う乱流が発生することを防止することができるものである。従って、

２及び請求項４は、４つの送風ガイドを光学ユニットケースに一体又は脱着可能
に形成するか、或いは、ごみ落下防止フィルタが搭載されているフィルタホルダーを光学
ユニットケースの上部に脱着可能に載置すると共に、４つの送風ガイドをそのフィルタホ
ルダーに一体に形成したので、これらの製造や組立が簡単であり、製造コストを下げるこ
とができる。その上、投射型表示装置の定期点検時等においては、４つの送風ガイドやフ



【００６１】
　請求項３は、光学ユニットケースの前記空冷用空間部の上部に搭載されたごみ落下防止
フィルタを有するフィルタホルダーに設けた３ の冷却風放出口を、空冷用空間部の下
部の３箇所の冷却風吹出口の上部相当位置に配置したので、空冷用空間部の下部の３箇所
の冷却風吹出口から上向きに吹き出されて、その空冷用空間部内の４つのコーナー部分に
設けられた垂直状の送風ガイドによって誘導されて、３組の入射側偏光板、ライトバルブ
及び出射側偏光板の表面に沿ってスムーズに上昇された冷却風を、下部の３箇所の冷却風
吹出口の真上に配置されている上部の３箇所の冷却風放出口から光学ユニットケースの上
方へスムーズに放出させることができるので、微細粉塵がごみ落下防止フィルタに付着、
堆積され難く、空冷用空間部内での冷却風の送風効率を著しく向上させることができる。
従って、入射側偏光板、ライトバルブ及び出射側偏光板等の発熱部品の冷却効率を著しく
向上させることができ、これらを限度保証温度以下に確実に保持することができる高信頼
性の投射型表示装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を適用した液晶プロジェクター全体を透視して示した斜視図である。
【図２】　同上の液晶プロジェクターの吸排気口を透視して示した斜視図である。
【図３】　同上の液晶プロジェクターの主として光学ユニットを透視して示した平面図で
ある。
【図４】　同上の液晶プロジェクターの主として光学ユニットに対する冷却用ファン及び
送風ダクトの配置を透視して示した平面図である。
【図５】　図３のＡ－Ａ矢視での一部切欠き正面図である。
【図６】　同上の液晶プロジェクターの光学ユニットにおけるライトバルブユニット及び
クロスユニット部分を拡大して示した平面図である。
【図７】　粉塵等の付着部を併せて説明する図６のＢ－Ｂ矢視での一部切欠き側面図であ
る。
【図８】　粉塵等の付着部を併せて説明する図６のＣ－Ｃ矢視での一部切欠き側面図であ
る。
【図９】　同上の液晶プロジェクターの３箇所の冷却風吹出口、冷却用ファン及び送風ダ
クトを分解して示した斜視図である。
【図１０】　同上の液晶プロジェクターのライトバルブユニット空冷装置におけるライト
バルブユニット、フィルタホルダー及び４つの送風ガイドを透視して示した分解斜視図で
ある。
【図１１】　同上の液晶プロジェクターのライトバルブユニット空冷装置におけるフィル
タホルダーと４つの送風ガイドの変形例を透視して示した斜視図である。
【図１２】　同上の液晶プロジェクターのライトバルブユニット空冷装置における４つの
送風ガイドと塵埃等の付着構造を拡大して示した一部切欠き平面図である。
【図１３】　図１２のＤ－Ｄ矢視での一部切欠き背面図である。
【図１４】　図１２のＥ－Ｅ矢視での一部切欠き側面図である。
【図１５】　同上の液晶プロジェクターの送風ガイド内の塵埃等の付着構造を説明する斜
視図である。
【図１６】　従来の液晶プロジェクターにおいて、ライトバルブユニットが内部に収容さ
れている空冷用空間部内での冷却風の乱流発生と、その問題点を説明する拡大平面図であ
る。
【図１７】　図１６のＦ－Ｆ矢視での一部切欠き側面図である。
【図１８】　図１７のＧ－Ｇ矢視での一部切欠き側面図である。
【符号の説明】
１は投射型表示装置である液晶プロジェクター、２は外筐、４は光学ユニットケース、５
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ィルタホルダーを光学ユニットケースから取り外して、空冷用空間部の内部のライトバル
ブユニットやクロスプリズム等をエアーブロー等によって簡単に清掃することができるの
で、投射型表示装置のメンテナンス性の向上を実現することができる。

箇所



は光源部である電源ランプ、１８Ｒ、１８Ｇ、１８Ｂは入射側偏光板、１９Ｒ、１９Ｇ、
１９Ｂはライトバルブ、２０Ｒ、２０Ｇ、２０Ｂは出射側偏光板、２１はクロスプリズム
、２４はライトバルブユニット、２７は冷却用ファン、４０はライトバルブユニット空冷
装置、４１は空冷用空間部、４１ａは空冷用空間部の４つのコーナー部分、４２はライト
バルブユニット搭載部、４３Ｒ、４３Ｇ、４３Ｂは３箇所の冷却風吹出口、４４はフィル
タホルダー、４５はごみ落下防止フィルタ、６０Ｒ、６０Ｇ、６０Ｂは３箇所の冷却風放
出口、６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ、６１Ｄは送風ガイドである。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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